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平成20年度事業実施状況�
　国が、各地域団体において農地・農業用水等の
資源や農村環境を保全し、その質を高める地域ぐ
るみの共同活動による取組みへの支援と、環境保
全に向けた先進的な営農活動を総合的に支援をす
る新たな対策で、事業実施期間は、平成19年度
から平成23年度までの5年間です。�

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度�

平
成
20
年
度
実
施
状
況�

　
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
が
有
す
る
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
適
切
な
農
業
生
産
活
動

等
の
継
続
的
な
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
集
落
・
農
家
に
対

し
、
玉
川
村
補
助
金
等
の
交
付
等
に
関
す
る
規
則
及
び
要
綱

の
定
め
に
基
づ
き
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。�

■
協
定
の
概
要
�

　
　
集
落
協
定
締
結
の
代
表
者
を
中
心
に
、
集
落
相
互
間
の

連
携
、
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上
、
担
い
手
の
定
着
、
生

活
環
境
の
整
備
等
を
実
施
。�

　
・
協
定
締
結
集
落
数
　
23
集
落
　
・
参
加
農
家
数
　
5
9
7
戸
�

■
農
業
生
産
活
動
等
の
実
施
状
況
�

　
　
農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
担
い
手
等
を

　
中
心
に
水
路
・
農
道
の
清
掃
や
簡
易
補
修
、
草
刈
り
等
を

　
実
施
し
ま
し
た
。�

■
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上
と
担
い
手
定
着
に
関
す
る
取
組
み
�

　
　
農
作
業
の
共
同
化
に
よ
り
、
作
業
効
率
の
向
上
と
生
産

　
活
動
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。�

■対　象　行政区や地区単位で実施。村の農振計画の農振農用地を対象地とし、開始から
5 年間継続すること。�

■支援額　交付単位（10a 当り）は水田 4,400 円、畑 2,800 円で、単位×活動対象地面積。
負担割合は国が 2 分の 1、県が４分の１、市町村が 4 分の 1 となっています。�
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村
内
納
税
組
合
員
の
皆
様
へ
納
税
組
合
奨

励
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
は
、
昭
和
38
年
か
ら
納
税
意

欲
の
高
揚
の
た
め
、
納
期
内
完
納
の
場
合
、

納
付
額
の
100
分
の
１
の
額
を
年
度
末
に
交

付
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
制
度
創
設
以
来

45
年
が
経
過
し
、
社
会
の
変
化
や
経
済
の
安

定
化
と
と
も
に
生
活
水
準
が
向
上
し
、
金
融

機
関
の
増
加
に
と
も
な
い
、
窓
口
納
税
や
口

座
振
替
の
普
及
な
ど
納
税
環
境
が
整
備
さ
れ
、

納
税
者
の
意
識
も
高
ま
り
、
一
定
の
目
的
が

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
員
な
ど
の

県
村
民
税
は
特
別
徴
収
の
た
め
こ
の
制
度
が

適
用
さ
れ
ず
、
納
税
者
の
間
に
不
均
衡
が
あ

る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
村
で
は
納
税
者

間
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
平
成
19

年
度
限
り
で
見
直
し
を
行
い
、
平
成
20

年
度
か
ら
納
税
奨
励
金
制
度
を
廃
止
し

ま
し
た
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
本
制
度
に
よ
り
納
税
の
趣
旨

徹
底
や
、
税
金
の
完
納
に
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
納
税
組
合
長
を
は
じ
め
、
組
合
員
の
皆

様
方
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
自
主
納
付
に
つ
い
て
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

　
な
お
、
納
税
組
合
自
体
は
今
後
も
存
続
し
、

納
税
組
合
長
報
酬
や
納
税
組
合
事
務
費
、
全

期
前
納
制
度
も
従
来
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。�

納
税
組
合
奨
励
金
廃
止
の
お
知
ら
せ�

〈特別徴収制度〉�
〈特別徴収制度〉とは、年金保険者が住
民税を年金から引き落して市区町村へ
直接納入することです。�

　住民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、�
この制度により新たな税負担が生じるものではありません。�

新たな税負担が生じるものではありません。�

　現在、年金を受給されており住民税を納税する義務の
ある方には、年 4回、役場や金融機関などに出向き、住
民税を納めていただいています。この制度の導入により、
年金を支給する年金保険者が住民税を年金から引き落と
し、市区町村へ直接納入することとなるため、納税の手
間が省かれるとともに、市区町村の事務の効率化が図ら
れるものと見込まれます。�

5

【認定要件】�65歳～75歳未満で、下記のいずれかに相当する障がいのある方�
・身体障がい者手帳　　　　  １～３級�
　　　　　　　　　　　　　 ４級の一部（音声言語そしゃく機能・下肢１・３・４号）�
・精神障がい者保健福祉手帳  １・２級�
・療育手帳  　　　　　　　　重度�
・障がい年金　　　　　　　  １・２級�

【概　　要】�　長寿医療制度に加入を希望される方は、現在加入されている医療保険を脱退し、
申請により、新たに長寿医療制度の被保険者に移行します。�
　医療保険が変更になると、保険料や医療費の負担割合などに違いが生じますの
で、以下の説明をよくお読みください。�

1 現在加入している医療保険と長寿医療制度の違い� ２ 申請手続き�

　加入を希望される方は、健康福祉課
の窓口で申請をしてください。�
　申請に必要なものは、上記の【認定
要件】に該当する手帳・年金証書及び
現在加入されている被保険者証・印鑑
をお持ちください。�

３ 適用開始�

　医療費の自己負担限度額の関係から、
申請日の翌月初日からの移行となり
ます。�

医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は次�
のとおりです。�

年　齢�

３割の負担�

1割の負担�

65歳以上�
70歳未満�

70歳以上�
75歳未満�

国保又は社会保険等� 長寿医療制度では�

（現役並所得者は３割）�

1割の負担�
（現役並所得者は３割）�
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　今年も各行政区などにより緑の募金活動が行われましたが、村内各小中学校でも児童・生徒らによる募金
活動が行われ、それぞれ役場を訪問し「緑化に役立ててください」と、積極的な募金活動により集められた“緑の
募金”を寄贈しました。�
　募金は、県緑化推進委員会に集められてから村をとおし、一部村内各学校の緑化活動に役立てられます。�

“緑化のために役立ててください”�

村商工会長より優良従業員の表彰を受けた皆さん�

村長に募金を手渡す須釜中生徒�村長に募金を手渡す須釜中生徒�

副村長に募金を手渡す玉一小児童�副村長に募金を手渡す玉一小児童�

副村長に募金を手渡す須釜小児童�副村長に募金を手渡す須釜小児童�

副村長に募金を手渡す川辺小児童�副村長に募金を手渡す川辺小児童�

　
玉
川
村
商
工
会
総
会
が
５
月
15
日
、
マ

ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
か
れ
、
席
上
、
優

良
従
業
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
。
（
　
）
は
勤
続
年
数
〉�

【
功
績
従
業
員
】�

・
川
田
保
秀
（
21
年
）
・
関
根
キ
エ
子
（
38
年
）�

・
味
原
安
男
（
30
年
）�

【
優
良
従
業
員
】�

　
　
・
大
和
田
千
春
　
・
須
釜
美
稚
夫
　
・
佐
藤
正
枝�

　
　
・
矢
吹
　
康
　
　
・
境
田
浩
章
　
　
・
溝
井
隆
裕�

　
　
・
渡
部
成
一
　
　
・
安
藤
正
恵
　
　
・
佐
藤
健
一�

　
　
・
遠
野
紀
美
枝
　
・
関
根
史
明
　
　
・
小
原
一
夫�

　
　
・
猪
狩
丈
太
郎
　
・
柳
沼
公
義
　
　
・
柳
　
剛
治�

�

村
内
企
業
の
従
業
員
を
表
彰�

――村内児童・生徒“緑の募金”寄贈――�

見事な山野草に見入る愛好家（５月23日）�

　
玉
川
山
野
草
会
（
溝
井
良
仲
会
長
）
の

第
79
回
春
の
山
野
草
展
が
５
月
23
、
24
の

両
日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

会
員
17
人
が
エ
ビ
ネ
な
ど
合
計
150
点
を
出

品
し
ま
し
た
。�

　
各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
会
長
賞
　
双
里
ト
ク
　
▼
特
別
賞
　
鈴

木
節
子
　
▼
努
力
賞
　
溝
井
嘉
代
子
　
石

井
ス
イ
子
　
▼
金
賞
　
奥
野
四
郎
　
▼
銀

賞
　
車
田
常
代
　
▼
銅
賞
　
矢
吹
マ
キ
子�

▼
花
園
賞
　
須
藤
ア
キ
子
　
溝
井
良
仲�

車
田
登
茂�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】�

ず
ら
り
並
ん
だ
春
の
草
花�

玉
川
春
の
山
野
草
展�

優
良
従
業
員
表
彰
式�イロハモミジの苗木を記念に植樹する代表者�

ヒノキの苗木を植える緑の少年団員たち�

　５月14日、国土緑化石川地方推進委員会、福島森
林管理署白河支署、玉川村緑化推進委員会の主催に
よる石川地方植樹祭が、四辻新田地内の『東野の清流』
で行われ、約２００人が出席しました。�
　イロハモミジ苗木の記念植樹後、玉川第一小学校
緑の少年団の５、６年生61人が一般出席者とともに、
国有林にヒノキの苗約400本を植えました。�
　石川地方の緑化功労表彰では、大越由さん（南須釜）
ほか４団体（管内４町村）が受賞されました。�

“広げよう緑は地球の宝物”�

須藤石川地方推進委員長より表彰受ける大越さん（右）�

　
玉
川
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
（
林

三
喜
人
会
長
）
の
、
第
７
回
玉
川
村
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月
27
日
、

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
38
人
が
参
加
し
た
個
人
戦
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉�

　
▼
優
　
勝
　
熊
田
　
正
　
　
（
川
　
辺
）�

　
▼
準
優
勝
　
須
釜
　
要
　
　
（
岩
法
寺
）�

　
▼
第
３
位
　
林
　
三
喜
人
　
（
　
中
　
）�

　
▼
第
４
位
　
佐
久
間
ハ
ナ
子
（
南
須
釜
）�

　
▼
第
５
位
　
曲
山
フ
ミ
子
　
（
蒜
　
生
）�

38
人
が
元
気
に
プ
レ
ー�

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

東野の清流で石川地方植樹祭�

　行政区対抗による村民球技大会が６月７日、村民グラウンドや文化体育館などで行われました。�
【男子ソフトボール】　◆優　勝：小　高　　◆準優勝：竜　崎　　◆第３位：岩法寺・川　辺�
【女子バレーボール】　◆優　勝：竜　崎　　◆準優勝：南須釜　　◆弟３位：川　辺�

―― 平成21年度玉川村民球技大会 ――�

４人１組となって元気にプレーする出場者�

小高と竜崎が優勝�

バレーボール優勝の竜崎チーム�バレーボール優勝の竜崎チーム�ソフトボール優勝の小高チーム�ソフトボール優勝の小高チーム�



広報たまかわ　平成21年６月�
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保健センターだより�

各種住民健診のお知らせ�（受付時間：午前７時30分～午前９時まで）�
四辻新田農業研修所�

山小屋コミュニティセンター�

吉 集 会 所 �

川 辺 公 民 館 �
�

玉川村体育センター�

北須釜生改センター�

岩法寺農構センター�

竜 崎 集 会 所 �

中 生 改 セ ン タ ー �

玉 川 村 民 体 育 館 �

月�

火�

水�

木�

金�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

６/15�

16�

17�

18�

19�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27

健診（検診）は病気の予防、早期発見・早期治療
にとても有効です。年に１回は必ず受けましょう!!

広報たまかわ　平成21年６月�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

就
農
相
談
窓
口
の
設
置�

�　
県
中
農
林
事
務
所
須
賀
川
農
業

普
及
所
で
は
、
就
農
を
考
え
て
い

る
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め

『
新
規
就
農
相
談
所
』
と
し
て
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
毎

月
19
日
（
19
日
が
土
・
日
曜
日
や

祝
日
の
場
合
は
、
19
日
以
降
の
最

初
の
勤
務
日
）
を
『
重
点
相
談
日
』

と
し
、
終
日
相
談
に
対
応
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
お
気
軽
に
来
所
あ
る
い
は
電
話

等
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
先�

　
須
賀
川
農
業
普
及
所�

　
　
０
２
４
８
―

７
５
―

２
１
８
０�

�

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
実
施�

�　（
財
）日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。�

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父
等

の
戦
没
さ
れ
た
旧
戦
域
（
16
地
域
）

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。�

▼
参
加
費
　
各
コ
ー
ス
一
律
10
万

円
（
沖
縄
コ
ー
ス
は
５
万
円
）�

�

▼
問
い
合
わ
せ
先�

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課�

　
　
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１�

　
　
　
　
内
線
３
６
５
６
〜
８
ま
で�

▼
申
込
み
先�

　
（
財
）
福
島
県
遺
族
会�

　
　
０
２
４
―

５
３
４
―

５
８
７
７�

�

携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

の
発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス

テ
ム
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す�

�　
今
ま
で
、
携
帯
電
話
等
か
ら
の
119

番
緊
急
通
報
の
場
合
、
通
報
者
が
通

報
場
所
名
等
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

説
明
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
場
所
特

定
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
そ
の
た
め
、
須
賀
川
地
方
広
域
消

防
本
部
で
は
、
携
帯
電
話
と
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
「
119
」
番
緊
急
通
報
さ
れ
た

場
合
、
通
報
場
所
等
に
関
す
る
情
報

を
自
動
的
に
取
得
す
る
『
発
信
位
置

情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
』
を
導
入
し
、

２
０
０
９
年
７
月
１
日
か
ら
運
用
開

始
し
ま
す
。�

▼
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
と
は�

　
音
声
通
話
と
併
せ
て
通
報
者
の
発

信
位
置
の
情
報
が
、
自
動
的
に
当
該

消
防
本
部
指
令
セ
ン
タ
ー
に
通
知
さ

れ
、
指
令
台
の
電
子
地
図
上
へ
の
表

示
が
可
能
と
な
り
、
通
報
者
の
発
信

位
置
を
迅
速
に
把
握
で
き
、
確
実
な

活
動
に
役
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

▼
対
象
と
な
る
電
話
機�

　
携
帯
電
話
は
、
第
３
世
代
と
呼
ば

れ
る
機
種
が
対
象
で
す
。
ご
使
用
の

機
種
の
各
電
気
通
信
事
業
者
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
Ｉ
Ｐ
電
話
等
は
、

電
話
番
号
が
「
０
５
０
」
で
始
ま
る

電
話
番
号
以
外
の
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
先�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部�

　
　
０
２
４
８
―

７
６
―

３
１
１
１�

須釜小学校鼓笛隊パレードより（5月15日）�

　あぶくま高原道路・福島空港IC～石川母畑IC

間の８月中開通をＰＲするため、『あぶくま高原道

路あるけ歩け大会』が次により開催されます。�

◆開催月日　　平成21年７月26日（日）、午前９：30開会式�

◆歩く区間　　今回開通IC間の３．５km区間＜往復７km＞�

◆参加費等　　無料＜記念品、完歩賞あり＞�

◆問合せ先　　役場地域整備課　　５７－４６２６�
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郡山社会保険事務所：出張相談開設日�

18日（木）�

16日（木）�

25日（木）�

23日（木）�

6月�

7月�

10時～15時�

10時～15時�

予約連絡先：郡山社会保険事務所年金給付課　　024－932－3434

免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して３分の１となります。�
⇒ 保険料を一部納付したのと同じ!

手続きに�
必要なもの�

追納の�
おすすめ�

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの�
遺族年金など、免除承認期間については支給対象の期間とされます。�

⇒ 万が一の際にも確かな保障!メリット  2

特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険
料の納付が免除されるものです。（配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは保
険料免除が認められない場合があります。）�

⇒ 本人所得を除外して審査!メリット  3

通常の場合�
申請者本人の所得�
申請者の配偶者の所得�
世帯主の所得�

特例免除の場合�

申請者本人の所得�
申請者の配偶者の所得�
世帯主の所得�

メリット 1

環 境 �
衛 生 �★資源ごみ【ペットボトル】の排出について、ルールを守らない排出が多くなっています。�

　正しいペットボトルの排出方法は下記のように行ってください。�

ごみは収集日  当日の朝６時から８時の間に出してください�

★7月からの年金相談につき
ましては、両会場とも予約制
となります。�
〔予約時間：10時～15時〕�

洗って水を切る� 潰して排出�

川辺小学校鼓笛隊パレード（5月19日）�
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★７月５日（日）は、�

ご協力よろしくお願いします。�

“みんなの川はみんなできれいに”�

◆調査対象は全国すべての事業所や企業です。�
◆平成21年７月１日、全国一斉に調査が行われます�
◆調査結果は、私たちの身の回りで幅広く活用され
ます。�
※調査結果を統計以外の目的に利用することや外部に漏
らすことは、法律で禁じられていますので安心して調
査にご協力ください。�

《平成21年5月・北海道》�
　午後９時頃、男性の声で自分を名指しして新型インフ
ルエンザの薬の購入を勧める電話があった。「インター
ネットで人気の豚インフルエンザの薬を１００錠8,000
円で販売します」と言われたが、そんな薬はないと思い
断った。�
【ひとこと助言】�
★　インフルエンザの薬は医師の処方に基づき服用すべ
きもので、悪質業者の言葉を信じてその商品を服用す
るのは危険が伴います。�
★　新型インフルエンザへの不安に便乗して「予防する」
「治る」などとうたって、効能や効果の確認されてい
ない健康食品などを販売する商法が出回る危険があり
ます。�

「村の教育に役立てほし
い」と５月19日、須賀川
倫理法人会（斉藤栄治会
長）から村に善意が寄せ
られました。�

―― 基礎調査が始まります ――�

国民生活センターからの注意喚起�

福島県企画調整部統計調査課　　024－521－7147

注 意�

｢新型インフルエンザの薬あります!｣
と突然の電話…�

《平成21年3月・関東地方》�
　「ＮＴＴの者だが、こちらから電話しても通じないの
で確認に来た」と言って、作業衣姿の男が訪問。「さっ
きまで通話できたのに」と不審に思い試しに電話をかけ
てみたがかからなかった「電話機が故障しているので交
換する」と言われ、その場で47,000円を支払い購入した。
契約書は渡されず、領収書には社名や連絡先が書いてな
く、クーリングオフの手続きができない。�
【ひとこと助言】�
★　屋外設置の保安器内部に細工して、通話不能状態に
した上で、ＮＴＴを装い「電話が通じない」などと訪
問し、不必要な電話機の購入を迫る手口です。�
★　その場ですぐに支払いに応じず、確認のこと。�

細工して通話不能に！悪質な訪問�
販売…�

６月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 3 3  戸 �

7 , 3 9 0  人 �

3 , 6 6 2  人 �

3 , 7 2 8  人 �

（－ 2 戸 ）�

（－ 2 人 ）�

（＋ 1 人 ）�

（－ 3 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

玉一小緑の少年団（5/14 植樹祭にて）�

◆広報たまかわ５月号５ページの「良い歯の子どもたち」の�
　記事中、水野音莉ちゃんは「伊音莉ちゃん」の誤りです。�
　お詫びして訂正いたします。�



�

　紫色のヤマ藤の花が咲き終わった５月18日、北須釜地区
の草野正美さん宅の庭では、桃色の藤の花が満開となって
いました。�
　「今年は昨年より色が濃く棚も広げた」と８畳ぐらいはあ
るような藤棚の下で語る美好さん。�
　桃色系の藤でこの大きさの藤棚は村内でも珍しく、
30cm以上になった花房が見事に垂れていました。�

ピンクのシャワーを浴びているような美好さんハツヨさん夫妻�
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